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バイオマス利活用連携施策群の目標 

 
当該連携施策群の目標 
平成 17年４月に閣議決定された「京都議定書目標達成計画」において「地域に
賦存する様々なバイオマス資源を、熱・電力、燃料、素材等に効率的かつ総合

的に利活用するシステムを有するバイオマスタウンの構築に向け、情報を発信

し、地域活動を促進するとともに、利活用施設の整備、バイオマスエネルギー

の変換・利用等の技術開発等を進める」とあり、その実現に向けて「バイオマ

ス・ニッポン総合戦略」の推進と連携して実施する。平成 18年 3月に決定され
た分野別推進戦略の環境分野のバイオマス利活用研究領域で記されている課題

について研究を各省と連携し推進する。特に、戦略重点科学技術の「効率的に

エネルギーを得るための地域に即したバイオマス利用技術」を連携推進する。 
 
群の目標達成に向けた１８年度の具体的活動内容 
 
・年度の早い時期において連携施策群としてどのような点に重点をおくかディ

スカッションをおこなう。 
・「平成１９年度概算要求における科学技術関係施策の優先順位付け」において

課題が連携施策群の方針にあっているか評価を行う。 
・シンポジウム等で研究者・施策担当者の交流を図ると共に、分野別推進戦略

の進捗状況を確認する。 
・タスクフォース等を用い、ヒアリング等を通して、関連事業・研究課題マッ

プを作成する。 
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１７年度連携施策群（全体）の成果 

１． 連携群の概要           

 バイオマスに関する研究開発は、バイオマスの生産・収集・転換（エネル

ギーまたは材料への転換）などの要素技術、実用化に向けた地域循環システ

ムの構築、導入普及のための規制緩和等の環境整備などの多段階にわたる。 
これに対して、各省の取り組みは、それぞれの成果が必ずしも相互に有機的

に活用されていない場合があり、また、各省の個別研究だけでは解決困難な

課題がある。そのため、バイオマス利活用連携施策群に関してはこれらの体

系的な連携を強化することが目的である。また、地域において循環システム

を実証するためには、各省がサイト実証研究を個別に進めるより、府省が連

携して特定のサイトに集中し、地域データの収集・体系化を効率的・効果的

に行うことが望まれ、これらの調整も連携施策群が担うべき課題である。 
 

２． 連携群の活動状況 

１．バイオマス利活用 WG 会合 

 コーディネータ、専門委員、関係各府省担当官で構成されるワーキンググ

ループ会合を準備会合も含め 4回開催し、連携施策群のミッション、バイオ

マス利活用分野における補完すべき課題、関係各省のバイオマス利活用施策

の現状と課題、今後の方針、第 3期科学技術基本計画環境分野戦略のバイオ

マス利活用領域課題等に関する情報の共有化、意見交換等を行った。 

 

（１）バイオマス利活用 WG 準備会合 

まず平成 17 年 7 月に、コーディネータ、専門委員、内閣府担当官で構成

されるワーキンググループで準備委員会を開催し、ＷＧメンバーの連携施策

群のミッションについて認識の共有化を図るとともに、バイオマス利活用分

野における補完すべき課題について討議し、その概要を明らかにした。 

 

（２）バイオマス利活用 WG 第 1 回会合 

同 7月に、コーディネータ、専門委員、関係府省担当官（内閣府、総務省、

文科省、農水省、経産省、国交省、環境省）から構成される WG により、第

１回の WG 委員会を開催した。コーディネータが「バイオマス連携施策群の
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ミッション（コーディネータ私案）」について説明を行い、連携の強化を図

るため、関係各省からのバイオマス利活用施策の状況と今後の方針に関して

意見交換、情報の共有化を行った。 

 

（３）バイオマス利活用 WG 第２回会合 

 8 月に、前回と同様の出席者の下に会合を開催し、バイオマス利活用 WG の

今後の進め方に関して、専門委員、各府省からの意見・説明、意見交換によ

り、各府省の現状の課題及び今後の方針を共有化し、また連携の可能性につ

いて討議した。 

 

（４）バイオマス利活用 WG 第３回会合 

 平成 18 年 1 月に、会合を開催し、第 3 期科学技術基本計画環境分野戦略

のバイオマス利活用領域の案文に反映させるための検討を行った。 

 

 ２.タスクフォース会合 

 科学技術連携施策群バイオマス利活用に関わる施策を支援するために、主

監、タスクフォース委員、関係府省担当官等により随時タスクフォース会合

を開催した。平成 17 年度は 4回の会合を実施した。 

タスクフォース会合では、補完すべき研究開発課題の抽出、関係各省の施

策、研究開発の現状と方針に関するヒアリング、第 3期科学技術基本計画等

への対応、平成 18 年度のバイオマス関連事業に関する情報交換等を実施し

た。 

 

 ３.研究開発事業調査 

 バイオマス利活用関連技術のマップを作成するため、国内外の調査を実施

した。調査対象は、第2回バイオマスアジアワークショップ（バンコク開催）、

欧州におけるバイオマス変換技術調査（フィンランド、オーストリア等：JST

開発戦略センターと合同調査）、(独)北海道開発土木研究所別海資源循環施

設、同エネルギー地域自立型実証研究施設、千葉県北東部バイオマス多段階

利用システム実証試験施設（以上連携施策群水素／燃料電池 G と合同）、沖

縄県伊江島の「高バイオマス量サトウキビを用いたバイオマスエタノール製

造・利用実証研究」プロジェクト施設（第７回バイオマス合同会議）等であ

った。 

 

３． 補完調査の概要 

１）平成 17 年度 
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バイオマス利活用 WG,タスクフォース会合等によって補完すべき課題と

して、 

課題分類「バイオマス利活用事業に関する持続可能性評価手法の開発」を

設定して公募した結果、7件の応募があった。審査 WG による書面審査、ヒ

アリング審査によって 1 課題を採択し、審査部会に報告後 11 月 18 日に財

務省採択課題として承認された。 

 

 採択課題名「バイオマス利活用システムの設計・評価手法」（期間 3年間） 

 研究代表者：藤江幸一（豊橋技術科学大学） 

 参画機関：豊橋技術科学大学、東京大学、（独）国際農林水産研究センタ

ー、（独）農業工学研究所（現独立行政法人農業・食品産業技術総

合研究機構農村工学研究所）、鹿児島大学、（株）循環社会ビジネ

ス研究所 

 

 研究開発の概要 

「多様なバイオマス利活用事業に対して、階層化された数理モデルとデー

タベースおよび評価システムで構成されるバイオマス利活用システムの設

計・評価手法を構築し、実施例と得られた知見を併せて提示する。本提案

は、①現状の解析・評価に基いてバイオマス利活用システムの基本構造と

設計・評価手法に関する研究、②国内バイオマスタウンの設計・評価シス

テムに関する研究、③海外プランテーションの設計・評価システムに関す

る研究に加えて、バイオマス利活用事業の社会経済性の評価で構成され

る。」 

 

上記に実施において適正な進捗が図るため、研究代表者が委員長となり、

研究参画機関、関係府省担当官（外部有識者）から構成される研究運営委

員会が開催された。 

 

また、バイオマス利活用採択課題に関する研究者の合同会議において全

体的な指導、助言を行った。 

 

２）平成 18 年度 

平成 18 年度の課題は 17 年度と同様「バイオマス利活用事業に関する持

続可能性評価手法の開発」とした。募集内容は、地域に賦存している複数

のバイオマス資源の収集から変換、後処理、保全技術とその周辺技術を一

括し、総合的・有機的に連結したバイオマス利活用実証試験システムを構

築・運営し、17 年度採択課題「バイオマス利活用システムの設計・評価手

法」と連携し、持続可能性を中心に地域総合検証研究を実施するものとし
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た。 

 

公募した結果、10 件の応募があった。審査 WG による書面審査、ヒアリン

グ審査によって 1課題を採択した。 

 

 採択課題名「地域完結型地燃料システムの構築と運営」 

 研究代表者：五十嵐泰夫（東京大学） 

 参画機関：山梨大学、（株）総合環境研究所 

 

４． 連携群の活動の成果 

・ 施策間で連携強化した案件の概要とその成果 
・ 不必要な重複を行った案件の概要とその成果 
バイオマス利活用に関して各省の課題についてヒアリングを行い、不必

要な重複があるかどうか精査し、重複がないことを確認した。 

「平成１８年度概算要求における科学技術関係施策の優先順位付け」に

おいて公募型施策に関して連携施策群の方針にあうように公募内容の修

正を行った。 
・ その他特記すべき活動内容とその成果 
環境分野の分野別推進戦略において、バイオマス利活用領域について戦

略を策定した。 
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連
携
施
策
群
テ
ー
マ
名
 バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

施
策
名

実
施
主
体

　
平
成
１
８
年
度
予
算
額

（
百
万
円
）

　
戦
略
重
点
科
学
技
術

の
対
象
・
非
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象

１
７
年
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施
策
の
成
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７
年
度
施
策
で
実
現
さ
れ
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携
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連
携
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８
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８
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あ
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携
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携
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映 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
の

研
究
者
・
行
政
官
交
流

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
造
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た

技
術
開
発

農
林
水
産
省

1
0
8

対
象

生
産
に
要
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
投
入
量
を
実
験
室
レ

ベ
ル
で
２
割
以
上
削
減

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

さ
ら
な
る
製
造
コ
ス
ト

低
減
に
向
け
た
技
術

の
開
発

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
の

研
究
者
・
行
政
官
交
流

7
 



バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

効
率
転
換
技
術
開
発

経
済
産
業
省

1
,1
0
0

対
象

〈
概
要
〉

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
低
い
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
か
ら
高
効
率
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
す
る
た
め
の
技
術

開
発
。

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に

掲
げ
て
い
る
２
０
１
０
年
の
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
・
熱
利
用
の
導
入
目
標

達
成
に
資
す
る
「
要
素
技
術
開

発
」
と
、
２
０
２
０
～
３
０
年
の
実
用

化
を
目
指
す
「
先
導
技
術
開
発
」

か
ら
成
る
。

〈
成
果
〉

　
「
要
素
技
術
開
発
」
で
は
、
家
畜

ふ
ん
尿
の
高
効
率
ガ
ス
化
や
多

様
な
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
に
対
応
で

き
る
ガ
ス
精
製
シ
ス
テ
ム
の
開
発

等
、
１
２
テ
ー
マ
を
採
択
。
特
に
熱

利
用
普
及
に
資
す
る
熱
輸
送
シ
ス

テ
ム
の
テ
ー
マ
は
特
記
事
項
。

「
先
導
技
術
開
発
」
に
つ
い
て
は
、

高
効
率
に
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を

生
産
す
る
新
規
発
酵
細
菌
の
開

発
、
あ
る
い
は
リ
グ
ニ
ン
を
有
用

物
質
に
変
換
す
る
の
新
規
酵
母

の
開
発
な
ど
、
新
規
で
画
期
的
な

日
本
独
自
の
技
術
開
発
を
目
標

に
、
９
テ
ー
マ
を
採
択
。

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

　
要
素
技
術
開
発
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
０
年

度
の
目
標
に
資
す
る

と
思
わ
れ
る
下
水
汚

泥
に
よ
る
固
体
燃
料

化
、
お
よ
び
B
D
F
の
規

格
を
考
慮
し
た
B
D
F
技

術
の
開
発
な
ど
、
熱

利
用
導
入
調
査
の
結

果
に
基
づ
き
、
重
視

す
べ
き
開
発
テ
ー
マ

を
設
定
。
先
導
技
術

開
発
に
つ
い
て
は
、

総
合
科
学
技
術
会
議

で
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

公
募
に
際
し
て
の
技

術
課
題
と
目
標
値
を

設
定
す
る
こ
と
と
し

た
。

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
地

域
シ
ス
テ
ム
化
実
験
事
業

経
済
産
業
省

1
,7
0
0

非
対
象

＜
概
要
＞

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

上
流
（
収
集
・
運
搬
）
か
ら
下
流

（
変
換
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技
術
）

ま
で
の
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
目
的
と
す
る
社
会
実
証
事

業
。

＜
成
果
＞

平
成
１
６
年
後
期
～
１
７
年
前
期

に
実
施
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
に
関
す
る
調
査
に
も
と

づ
き
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
種
類
、
シ
ス

テ
ム
構
成
お
よ
び
審
査
基
準
を
設

定
し
、
公
募
を
行
い
、
森
林
バ
イ

オ
マ
ス
の
複
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

に
よ
る
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
構

築
や
食
品
廃
棄
物
の
エ
タ
ノ
ー
ル

化
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築

な
ど
７
テ
ー
マ
を
採
択
し
た
。
個
別

テ
ー
マ
ご
と
に
、
推
進
・
評
価
委
員

会
を
設
置
し
事
業
の
実
施
体
制
を

確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
上
流
か
ら

下
流
に
至
る
研
究
計
画
を
作
成

し
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
設
計
を
実

施
。

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

　
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
・
利

用
に
至
る
シ
ス
テ
ム
全

体
の
設
備
・
設
置
を
完

了
さ
せ
る
。
バ
イ
オ
マ
ス

の
収
集
運
搬
シ
ス
テ
ム

等
、
比
較
的
、
早
期
に

検
討
を
開
始
で
き
る
も

の
か
ら
検
証
を
開
始
し
、

必
要
に
応
じ
て
実
施
計

画
の
修
正
を
行
う
。
バ
イ

オ
マ
ス
の
上
流
か
ら
下

流
ま
で
の
流
れ
を
含
め

た
マ
ク
ロ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
検
証
実
験

を
開
始
す
る
の
は
H
1
9

年
3
月
以
降
の
予
定
。
事

業
の
概
要
お
よ
び
進
捗

状
況
は
H
1
8
年
後
期
に

広
く
周
知
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
や
報
告
会
等
）

に
努
め
る
予
定
。

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映
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地
域
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用

フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト
事
業

経
済
産
業
省

3
,8
0
0

対
象

（
新
規
）

公
募
内
容
の
調
整

こ
れ
ま
で
の
技
術
実

証
か
ら
一
歩
踏
み
だ

し
、
さ
ら
な
る
技
術
開

発
の
進
展
と
普
及
に

結
び
つ
く
５
分
野
（
「
木

質
系
バ
イ
オ
マ
ス
中

小
規
模
直
接
燃
焼
シ

ス
テ
ム
」
「
木
質
系
バ

イ
オ
マ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
型

シ
ス
テ
ム
」
「
鶏
糞
燃

焼
シ
ス
テ
ム
」
「
食
品

系
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
シ
ス
テ
ム
」

「
燃
料
化
シ
ス
テ
ム

（
木
質
・
食
廃
・
畜
糞
・

汚
泥
等
）
」
）
を
指
定
。

公
募
枠
を
設
け
、
よ
り

熱
需
要
に
即
し
た
実

証
事
業
を
行
う
。

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
・
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映

公
共
事
業
由
来
バ
イ
オ
マ

ス
の
資
源
化
・
利
用
技
術
に

関
す
る
研
究

国
土
交
通
省

2
5
対
象

（
新
規
）

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
調
査

・
燃
焼
シ
ス
テ
ム
実
験

・
草
類
炭
化
開
発
実

験 ・
官
民
と
共
同
研
究

・
他
機
関
、
民
間
、
自
治
体
と
の

連
携
共
同
研
究
に
よ
る
実
用
化

の
た
め
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

実
験
の
実
現

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
の

研
究
者
・
行
政
官
交
流

低
コ
ス
ト
型
消
化
ガ
ス
発
電

技
術
の
開
発

国
土
交
通
省

1
3
対
象

（
新
規
）

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

・
エ
ン
ジ
ン
開
発
実
験

・
民
間
と
共
同
研
究

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
の

研
究
者
・
行
政
官
交
流

嫌
気
性
消
化
法
に
お
け
る

分
解
率
向
上
技
術
の
開
発
国
土
交
通
省

4
対
象

（
新
規
）

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

研
究
内
容
の
確
認

・
基
礎
的
研
究

・
共
同
研
究
（
公
募
）

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映 ・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
し
て
の

研
究
者
・
行
政
官
交
流

「
地
球
温
暖
化
対
策
技
術
開

発
研
究
」
の
一
部

環
境
省

2
,7
1
6
の
内
数

対
象

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
高
効
率

生
産
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
・
E
3

実
証
等

W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て

公
募
内
容
の
調
整

・
研
究
会
議
を
通
じ
て
の
研

究
者
・
行
政
官
交
流
、

都
市
近
郊
の
バ
イ
オ

マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
技
術
の
開
発
・

地
域
実
証
等

・
W
G
会
合
及
び
T
F
会
合
に
て
意

見
交
換
を
通
じ
た
予
算
へ
の
反

映 ・
研
究
会
議
を
通
じ
て
の
研
究

者
・
行
政
官
交
流

・
関
係
府
省
間
で
の
成
果
活
用

方
策
の
検
討
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